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平和島スターボウル徳江  和則アーチ・ライバル

アブソリューション・エクスプレス

昨年８月に世界同時発売されたＲＩＶＡＬ。今回も６月１７日に全米同時発売でこのArch RIVALは発売されます。
コロンビア社がRIVAL後継機のカタログボールとして発売されるのを知らされたのはほぼ１ヶ月前。
以前にテストボールとしてテスターだけに供給されたボールの中に、山本勲プロと私の中ですごく第一印象が良いボールが
ありました。それがこのArch RIVALだったのです。投球した第一印象では４０００番アブラロンパッド加工に見える表面加工
でも走る印象が強く、走る特性を持っていながらカバーストックのポテンシャルはオイルに強い傾向が見られるバックエンドを
強調した性能を感じました。
私が気に入っているところは、動きを強調させたスペックながらパフォーマンスが非常に安定感しており、動き始めから
ピンヒットまでが、攻撃的な中にも安定感がある事です。
RIVALとの比較投球では、このArch RIVALのスキッド能力はRIVALを上回り、バックエンド及び全体的な曲がり幅をも
RIVALを上回ります。
RIVALで良く感じたピンアクションもこのArch RIVALはさらに柔らかさを感じる、スキッド・フック・ロールからピン
アクションに至るまで「一点の曇りもない」性能は、まさしくコロンビア社カタログボールを名乗るに相応しい出来と言えます。
Arch RIVALのネーミング通り「最大のライバル」は、ライバルにとって貴方が一番のライバルと化すボールを手にする事
を恐れています。
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